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『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』

特集

伊
万
里
市
が
め
ざ
す
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』。
そ
れ
は
、
な
い
も
の
ね
だ
り
で
は
な
く
、
あ
る
も
の
さ
が
し
か
ら
！

農
産
物
、
焼
き
物
、
郷
土
料
理
、
文
化
、
自
然
、
歴
史
な
ど
、
伊
万
里
に
は
す
ば
ら
し
い
素
材
が
あ
る
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん
が
再
発
見
・

再
認
識
す
る
。
そ
し
て
伊
万
里
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
『
食
』
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
２
月
26
日
に
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
の
模
様
を
紹
介
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
食
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
全
国
的
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
地

産
地
消
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
市
民
団
体

や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
食
に
関
す
る
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
伊
万
里
市

で
も
、
15
〜
16
年
程
前
か
ら
各
地
に
農
産

物
直
売
所
が
出
店
さ
れ
始
め
、
そ
れ
と
と

も
に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
特
産
物
や
商

品
の
開
発
・
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
小
学
校
で
は
『
田
ん
ぼ
の
学
校
』

な
ど
で
米
の
収
穫
体
験
を
し
た
り
、
中
学

校
で
は
、
佐
賀
県
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
と

し
て
『
地
産
地
消
』
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

た
総
合
学
習
を
行
っ
た
り
し
て
お
り
、
伊

万
里
の
農
産
物
に
つ
い
て
の
知
識
が
子
ど

も
た
ち
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
市
民
自
ら
の
提
案
に
よ
り

『
伊
万
里
食
三
昧
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
や

『
お
菓
子
ま
つ
り
』
の
よ
う
な
、『
食
』
を

切
り
口
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の

『
食
』
に
対
す
る
機
運
が
ど
ん
ど
ん
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
運
の
高
ま
り
の
中
、
生

産
者
か
ら
消
費
者
ま
で
を
つ
な
い
だ
『
食
』

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
方

向
性
を
明
確
に
定
め
、
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
』

を
策
定
す
る
必
要
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

こ
の
推
進
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

自
ら
の
ま
ち
の
良
さ
を
見
直
し
、
再
認
識

『
食
』
に
対
す
る機

運
の
高
ま
り

伊
万
里
独
自
の

食
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

定検討委員会の都市宣言文起草委員６人に
が行われました。
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す
る
こ
と
で
、
伊
万
里
に
住
ん
で
い
る
こ

と
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
『
食
』
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
機
運
を
高
め
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
推
進
し
、
計
画
段
階
か
ら
市

民
や
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に

聴
く
た
め
、
市
民
な
ど
29
人
で
構
成
さ
れ

る
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
策
定
検

討
委
員
会
』
を
平
成
16
年
７
月
７
日
に
設

立
。
こ
れ
ま
で
５
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、

食
育
・
観
光
・
地
産
地
消
の
３
つ
の
分
科

会
で
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
２
月
26
日
に
は
、
皆
さ
ん
に
食

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
。
そ
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り

が
市
民
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
食
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
全
国
に

『
伊
万
里
の
食
』
に
対
す
る
考
え
方
や
取

り
組
み
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
的
に
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言
』
を
行

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
６
回
目
と
な
る
委
員
会
で

伊
万
里
市
独
自
の
食
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

計
画
案
を
決
定
し
、
今
後
は
、
食
の
ま
ち

づ
く
り
を
広
く
情
報
発
信
す
る
た
め
の
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。（
推
進
計
画

は
今
後
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

一、食育を通じて、自然との共生につとめ、地域内
の連携を深めて心豊かなまちづくりに努めます。
一、地元で育った豊かで安全な食材を使い、伝統的
な料理を守るとともに、さらに工夫を重ね、新しい
料理づくりに努めます。
一、私たちのまちを訪れてくれる多くの方たちに質
の良い料理を提供し、食の器のすばらしさにも触れ
てもらい、伊万里の名を高めるよう努めます。
一、安全で安心な質の良い食材を供給できるように
応援します。
一、地域や国、信条の違いを超えて、それぞれのも
つ食の多様性を認めあい、交流を通して相互の理解
を深めながら、共生の心を未来へつないでいきます。

平成17年２月26日
伊万里市

この伊万里をふるさととして愛する私たちは、美しい

海や緑豊かな山や川など、恵まれた自然に包まれて、地

域固有の文化とくらしを大切にしてきました。

しかしながら、価値観や生活様式の多様化に伴い地域

内の人のつながりが希薄化し、伝統文化や食に対する関

心もうすれてきています。

私たちは、人と人のつながりを大事にし、住みたいま

ち、住みやすいまち、そして住み続けたくなるまちをつ

くるためにも、市民一人ひとりが伝統文化のよさを再発

見し、もっと関心を深め、その継承に努めることが大切

であると考えています。

山から里、さらに海へと広がる伊万里には、新鮮で安

全な食材があふれ、料理を盛るすばらしい食の器も身近

にあります。

私たちは伝統文化のなかの食に注目し、身の回りで手

に入るものを生かし、食育を通して自然を大切にする心

を養うとともに、人間関係を豊かにし、地域の産業の育

成を図って、伊万里の発展に努めます。

その実現を目指し、ここに市、市民、事業所の方々の

ご協力のもと食のまちづくりを進めることを宣言します。

伊万里市食のまちづくり宣言 塚部市長と食のまちづくり推進計画策
より『伊万里市食のまちづくり宣言』
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食
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊万里市
食のまちづくり
宣 言

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
食
に
関
す
る
意
見
発
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
農
林
高
校
生
に
よ
る
黒
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
発
表
や
、
新
倉
久
美
子
さ

ん
に
よ
る
薬
膳
料
理
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
、
池
田
厚
さ
ん
に
よ
る
『
食
と
私
』
と
題
し
て
の
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
平
岡
豊
さ
ん
を
迎
え
て
、
塚
部
市
長
や
ゲ
ス
ト
、

市
民
代
表
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

黒
米
を
生
か
そ
う

地
域
特
産
品
の
加
工
を
通
し
て

「
本
来
わ
た
し
が
本
業
で
や
っ
て
き
た

の
は
中
国
薬
膳
で
す
が
、
今
は
そ
れ
を
わ

ざ
わ
ざ
取
り
入
れ
て
広
め
る
よ
り
も
、
む

し
ろ
郷
土
食
を
も
う
一
度
見
直
し
て
も
ら

う
方
が
健
康
に
は
い
い
と
い
う
話
を
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
行
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す

新
倉
さ
ん
は
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
く

る
病
気
を
中
国
漢
方
で
治
し
始
め
た
こ
と

黒
米
は
、
伊
万
里
市
東
山
代
町
の
村
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
『
川
内
野
米
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
倶

楽
部
』
が
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
復
活
さ

せ
た
古
代
米
で
す
。
農
林
高
校
は
こ
の

『
黒
米
』
を
使
っ
た
加
工
品
の
開
発
を
依

頼
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
。

試
食
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
パ
ン
屋
さ
ん
の

指
導
な
ど
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

を
繰
り
返
し
『
黒
米
パ
ン
』
の
商
品
化
に

成
功
し
ま
し
た
。
地
元
で
で
き
る
原
料
を

使
う
こ
と
で
『
地
産
地
消
』
や
『
安
全
性
』

に
こ
だ
わ
っ
た
こ
の
パ
ン
は
、
販
売
会
場

で
は
毎
回
短
時
間
で
完
売
し
て
い
ま
す
。

研
究
発
表
で
は
、
生
徒
の
代
表
が
「
高

校
生
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
黒
米

を
通
し
て
食
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
助
け
を

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

郷
土
食
は
日
本
の
薬
膳

が
き
っ
か
け
で
薬
膳
料
理
の
世
界
へ
入
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
仕
事
を
辞
め
て
、
中

国
の
大
学
で
養
生
学
・
薬
膳
を
勉
強
。
卒

業
後
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
勧
め
も
あ

り
、
山
梨
県
の
農
家
の
人
た
ち
に
中
国
薬

膳
に
つ
い
て
教
え
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し

て
平
成
６
年
か
ら
は
郷
土
食
を
使
っ
た
、

今
で
い
う
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
を
指
導
す
る

よ
う
に
な
り
、
中
国
薬
膳
の
知
識
を
生
か

し
、
地
元
の
郷
土
食
に
効
能
を
つ
け
た
り

す
る
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
倉
さ
ん
は
講
演
の
中
で
「
郷
土
食

は
旬
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
料
理
で
あ
り
、

そ
こ
は
中
国
薬
膳
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

す
。
で
す
か
ら
『
郷
土
食
は
ふ
る
さ
と
薬

膳
料
理
』
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
土
地
で
と
れ
る
旬
の
食
物
の
性
質
と
効

能
を
考
え
、
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
る
と
身

も
心
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
世
界
に
行
く
と
い
ろ
い
ろ
な
民
俗
料

理
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
料
理
は
先
人

た
ち
が
苦
労
や
努
力
を
重
ね
て
作
り
上
げ

た
世
界
で
も
冠
た
る
料
理
で
す
」
と
話
す

池
田
さ
ん
。
伊
万
里
市
南
波
多
町
出
身
の

池
田
さ
ん
は
、
現
在
、
東
京
都
で
割
烹
を

中
心
と
し
た
宮
内
庁
御
用
達
の
料
理
会
社

を
経
営
し
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗

料
理
を
紹
介
し
な
が
ら
「
日
本
が
世
界
で

も
有
数
の
長
寿
国
で
あ
る
の
は
、
米
を
主

食
と
し
、
肉
や
野
菜
、
魚
な
ど
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
配
し
た
和
食
が
一
番
の
健
康
料
理

で
あ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
世
界
中
で
一

番
四
季
の
美
し
い
日
本
で
採
れ
る
旬
の
食

材
は
と
て
も
お
い
し
い
。
そ
の
旬
の
伊
万

里
の
食
材
を
伊
万
里
の
器
で
盛
り
つ
け
て

も
て
な
し
を
し
て
ほ
し
い
。
器
は
料
理
の

着
物
で
あ
り
、
伊
万
里
は
そ
の
点
に
お
い

て
も
ま
た
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

和
食
は
世
界
に
誇
れ
る
料
理
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伊万里市長 塚部 芳和 新倉 久美子さん 市丸 初美さん 池田 厚さん
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食
の
ま
ち
づ
く
り

り、信頼関係が結ばれてきました。鳥イ

ンフルエンザが発生した時も、生協の皆

さんから「あなたのところは安心です」

と温かい言葉をかけてもらいました。こ

のようなことから、食の安全の大切さや

生産者の責任の重さを感じました。わた

したち生産者が自信と誇りを持って育て

た農産物を、地元の人に広く知ってほし

いと思っています。現在、畑の中のレス

トランが行われていますが、消費者だけ

でなく生産者にとっても勉強になるよい

企画だと思います。このようなものを、

大人だけではなく子どもたちにも経験さ

せたいと思っています。まずは、伊万里

の人たちが伊万里のよさを知り、他の地

域の人たちに自信を持って伝えていく必

要があると思います。

平岡さん：顔の見える農業というのは、
日ごろの濃密な交流が信頼につながって

いくのだと思いました。

塚部市長：わたしは、農業行政に12年ほ
ど携わっていましたが、そのころの平成

元年に伊万里ふるさと村の事業が始まり

ました。この事業で、農産物の直売やレ

ストランなどを体験したことで、地域の

人が地域のよさに気づいて、まちづくり

をしていかなければと思いました。そし

て『食と器の祭典』というものを、市民

共通の認識をもって、いつの日か伊万里

でやってみたいという思いをあたためて

いました。伊万里には豊富な素材があり

ますので、それらを生かした取り組みを

行い、全ての市民が誇れるようにしてい

きたいと思っています。

平岡さん：食というものが、とらえよう
によっては地域の活性化につながってい

くと実感が湧いてきました。

平岡さん：皆さんに食のまちへの定着に
ついて提言をお願いします。

新倉さん：郷土食に尽きるのですが、や
はり、安心で安全で新鮮でおいしいもの

が忘れられていたと思います。都会では

難しいですが、地元では全てができるの

です。伊万里は海、山、川があり、全て

の食材があります。そして、最後に料理

を提供する器があるということです。あ

る意味では一番すばらしいまちではない

かと思っています。また、すばらしい研

究をされているグループがありますの

で、この人たちが活躍する場を作ってい

ただけたらと思っています。

池田さん：おせち料理について話してみ
ます。おせち料理には一つ一つ意味があ

ります。そして、正月は忙しいので保存

もできる料理になっています。例えば黒

豆はマメに働く、昆布は喜ぶ、鯛はめで

たい、レンコンは見通しがよいなどとい

われています。わたしは今年2000食作

りたいへん喜ばれました。このように、

節句の料理というものには『いわれ』が

入っていて、家庭ではとても大事にされ

ていました。そのようなものを、今から

も大事にしていくことも参考になるので

はと思い、話してみました。

平岡さん：正月の料理は家族の願いを込
めた料理だとわかりました。

市丸さん：わたしは農業を通して自分が
感じたことを話します。わたしは、ブロ

イラーの飼育と加工品販売、花苗の生産

販売などをしています。自分の作った農

作物に自信を持っています。安全で安心

なものを提供し、消費者でもある自分も

そのようなものを望んでいます。生協の

皆さんたちと長年の意見交流や研究によ

平岡 豊さん

特集『食のまちづくり』
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【問】この催しに参加してどうでしたか
①大変よかった 108人 ②よかった 96人
③ふつう 8人 ④よくなかった 0人
無回答 5人

【問】『食のまちづくり』を進めるために、あなたができるこ
とは何だと思いますか（複数回答可）

①地元でとれた旬のものを食べるようにする 179人
②家庭での食生活を見直してみる 115人
③郷土料理を見直す 96人
④何もない 1人
その他 季節にとれる物を使いたい 3人

地産地消の大切さを口コミでＰＲする 2人
【問】『食のまちづくり』を進めるために、必要なことは何だ

と思いますか（複数回答可）
①地場産の食材を使った農村レストランを開設する 103人
②焼き物と地場産の食材を組み合わせた取り組みを行う

74人
③学校給食や飲食店・病院等で地場産の食材を使う 118人
④生産者の顔が見える食材の販売を行う 104人
⑤伊万里市独自の加工品を創作する 68人
⑥伊万里独自の食三昧弁当を考案し、売り出す 39人
その他 食の教室・講座を開催する

地元の食材を使って調理講習などもしてほしい
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伊万里市
食のまちづくり
宣 言

300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当300個限定で販売された伊万里牛メインの食三昧弁当 伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示伊万里中学校生徒による『地産地消』パネルの展示

（回答者数：216人）
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【問】その他、ご意見、ご感想などがありましたらご記入く
ださい（59人記入：抜粋）

・講演を聞いて、わざわざ高いものを買わなくても旬の物を
食べたほうがよいとわかりました

・旬のわかる売り方をする
・薬膳料理専門店をぜひ作ってほしい。伊万里の顔として立
ち上げてほしい

・よい会に出席しました。高齢者の出番があると思いました
・正しい食の知識を持つことによって、現在あふれている食
材食品から身体によいものを選択することが必要ではない
でしょうか。食品添加物についても知りたい

・安価ばかりにとらわれず、安心して食べられる食材をどこ
ででも手に入れることができたら、主婦も助かるし、農家
の方々も作業に意欲が出ると思う

・今日みたいな話を多くして食の勉強を系統的に学びたいと
思っています。市の行事に入れてほしい

・わたしたち料理を提供する側に携わる者として、少しでも
伊万里を全国に発信できるような力になるよう勉強してみ
たいと思いました

・学校給食を伊万里の米で週３回くらいにしてはどうか
・食べ物＝生産者＝消費者→郷土食。食のまちづくりの推進
委員のメンバーを拝見すると生産者の顔が少ないが、一人
歩きしないようにお願いします

特集『食のまちづくり』
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世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の

手
作
り
茶
わ
ん
で
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

■
伊
万
里
小
学
校
総
合
学
習
『
米
に
つ
っ
こ
め
大
作
戦
』
の
取
り
組
み
か
ら
■

２
月
１
日
、
農
林
水
産
課
に
伊
万
里
小

学
校
の
児
童
か
ら
電
話
が
か
か
り
ま
し

た
。
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
依
頼
を
受
け
た
農
林
水
産

課
は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
『
伊
万
里
の
主
な
行
事
食
』

を
作
成
。
そ
の
中
で
、
節
句
や
祭
り
な
ど

で
出
さ
れ
る
料
理
や
、
そ
の
レ
シ
ピ
な
ど

を
季
節
ご
と
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
資
料
と
伊
万
里
の
特

産
で
つ
く
る
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
を
小
学

校
に
送
付
し
ま
し
た
。

送
付
し
て
何
日
か
経
っ
た
あ
る
日
、
小

学
校
か
ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

『
お
返
事
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
い
し
そ
う
な
料
理
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

ど
れ
も
食
べ
た
く
な
り
ま
し
た
。
伊
万
里

市
内
に
こ
ん
な
に
郷
土
料
理
が
あ
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
料
理
を
ク
ラ
ス
で

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
相
談

し
た
結
果
、
一
番
人
気
の
高
か
っ
た
『
梅

じ
ゃ
こ
ご
は
ん
』
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
簡
単
に
作
れ
て
お
い
し
そ
う
だ
っ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
学
校
の
近

く
に
梅
園
が
あ
る
こ
と
。
米
づ
く
り
の
学

習
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
が
梅
園
に
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
す
。
ま
た
、
そ
の

時
は
み
ん
な
で
作
っ
た
ご
は
ん
茶
わ
ん
で

食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
料

理
に
な
る
か
楽
し
み
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

■
一
本
の
電
話
か
ら始

ま
っ
た

わたしたち伊万里小学校５年生は総合学
習で『食』について調べています。１、２
学期に米づくり体験をしたので、それに関
して米を使った料理、特に伊万里の郷土料
理などについて知りたいと思っています。
伊万里の米を使った郷土料理（直売所で

販売しているものや行事などでよく作られ
るもの）などがあったら教えてください。

■
郷
土
料
理
、
特
産
料
理
の

レ
シ
ピ
を
送
る

■
『
梅
じ
ゃ
こ
ご
は
ん
』
を

自
作
の
茶
わ
ん
で
食
べ
よ
う

わたしたち伊万里小学校５年生は、１年間の総合学習で米作り体験学
習を中心とした取り組みをしています。
社会科で米作りの実態や日本の農業の現状を学んだり、田を借りて米

作りの体験もしました。その中でお米の大切さや日本人が主食として昔
から『米』を食べてきたこと、日本の文化と関わりがあることなども学
びました。学習をしていく中で、ごはんを食べるということを大切にし
ていこうという気持ちが高まってきました。
そこで、焼き物の里である伊万里の特性を生かし『世界にひとつだけ

の茶わんでごはんを食べよう』ということで、茶わんに絵つけをして自
分だけの茶わんを作ることにしたのです。自分の茶わんで食べると、特
別おいしく、何ばいもおかわりしたくなると思います。

わたしたちに料理を教えてください

伊万里市
食のまちづくり
宣 言

農林水産課に電話をかけた
５年１組の『お米をおいしく
食べる料理』班
右から古1菜央さん、市川理人

くん、前田汐織さん

『世界にひとつだけの茶わんでごはんを食べよう』計画書



特集『食のまちづくり』

9 IMARI

２
月
25
日
、
伊
万
里
小
学
校
で
念
願
の

『
梅
じ
ゃ
こ
ご
は
ん
を
世
界
に
ひ
と
つ
だ

け
の
茶
わ
ん
で
食
べ
る
』
計
画
が
実
行
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
『
梅
じ
ゃ
こ
ご

は
ん
』
を
は
じ
め
、『
と
り
肉
の
梅
煮
こ

み
』『
梅
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
』『
大
豆
と
野

菜
た
っ
ぷ
り
ス
ー
プ
』
『
石
が
き
だ
ご
』

と
す
べ
て
伊
万
里
の
食
材
を
つ
か
っ
た
５

品
。
当
日
は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
を
通
じ
て
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
『
Ｊ
Ａ
伊
万
里
梅
部
会

い
ま
り
梅
加
工
研
究
会
』
の
６
人
が
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
自
作
の
茶
わ
ん
で
ご
は

ん
を
食
べ
る
と
い
う
計
画(

右
ペ
ー
ジ
下
参

照)

と
、
３
学
期
に
『
お
米
を
お
い
し
く
食

べ
る
料
理
』
の
研
究
を
し
て
い
た
班
の
計

画
の
２
つ
を
融
合
さ
せ
た
も
の
で
、
５
年

１
組
の
み
ん
な
で
考
え
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
昨
年
、
海
の
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
館
で
絵
つ
け
を
し
た
、
ま
さ
に
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
自
分
の
茶
わ
ん
を
用

意
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
茶
わ
ん
に
は
、

ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
思
い
思

い
に
描
か
れ
て
い
て
、
な
か
に
は
ご
は
ん

を
全
部
食
べ
る
と
見
え
る
よ
う
に
、
茶
わ

ん
の
見
込
み
に
『
う
ま
か
っ
た
』『
ご
ち

そ
う
さ
ま
』
と
書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。

５
品
の
料
理
が
完
成
す
る
と
、
さ
っ
そ

く
自
分
の
茶
わ
ん
に
梅
じ
ゃ
こ
ご
は
ん
を

入
れ
て
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■
伊
万
里
の
米
と
梅
を

つ
か
っ
て
料
理
に
挑
戦

■
み
ん
な
で
考
え
た

ア
イ
デ
ア
を
実
現

今日は５品の料理を作りました。これを作
る食材は全部伊万里産だそうです。梅料理の
『とり肉の梅煮こみ』は、梅をジュースにし
ていたから「こんな料理の仕方があるんだ」
とびっくりしました。家でもいろいろな食べ
物の研究をしようと思いました。

これからも、伊万里の食材を使い、他の市
や県の人たちに、伊万里の食品のおいしさを
一人でも多くの人に教えてあげたいと思いま
した。

わたしは、梅料理は梅干しだけではなく
５品もできてびっくりしました。その中で
も、世界にひとつだけの茶わんで食べた
『梅じゃこごはん』は、とってもおいしかっ
たです。そして、今日食べた料理がすべて
伊万里産の食材だということにおどろきま
した。これからも、伊万里産のおいしい食
材をたくさん食べてみたいと思いました。

梅料理に挑戦して

おかげさまで子どもたち
も念願の料理『梅じゃこご
はん』を世界にただひとつ
の自分の茶わんで食べるこ
とができました。
また、これを機会に地域

の人たちとも交流ができて
本当によい経験ができたと
思います。
子どもたちには、食の豊

かなまちとして、伊万里の
まちのよさを知ってもら
い、食のまち伊万里に住ん
でいることを誇りに思って
もらいたいと思っていま
す。

食のまち伊万里を
誇りに！

伊万里小学校５年１組
担任：栗田 幸子さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん中村 花琳さん

藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん藤富 菜摘さん

■
梅
料
理
のフ

ル
コ
ー
ス
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市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
自
身
が
直
接
対
話
し
、
皆
さ
ん
の
生
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
政
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
方

向
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
対
話
集
会
『
さ
わ
や
か
伊
万
里

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』。
そ
の
第
13
回
目
が
、
２
月
22
日
、
立
花
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

第13回第13回

①
伊
万
里
駅
周
辺
の
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て
。
２
階
の
デ
ッ

キ
を
渡
ら
ず
に
道
路
を
横
断
し
て
い
る

人
が
多
く
、
危
な
い
場
面
も
何
度
も
目

撃
さ
れ
て
い
る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
い
。
安
全
対
策
と
し
て
、
最
低

で
も
押
し
ボ
タ
ン
式
の
横
断
歩
道
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
。

②
渚
交
差
点
と
富
士
町
交
差
点
の
２
か

所
に
つ
い
て
。
今
年
に
な
っ
て
す
で
に

２
件
の
事
故
が
起
き
て
い
る
。
平
成
15

年
12
月
、
地
元
団
体
と
学
校
を
含
め
て

ー
タ
ー
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
立
て
札
を
両
側
に
立
て
て
啓
発
を
図

っ
て
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
よ
い
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
駅
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
外
か
ら
も
人
が
乗
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
で
、
密
室
で
は
な
く
安

全
で
す
。
今
後
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利

用
促
進
、
利
用
の
仕
方
（
立
て
札
な
ど
）

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
に
つ
い
て
は
、
こ
の
立
花
・
川
東
線

道
路
の
開
通
で
か
な
り
利
用
す
る
車
が

多
く
な
り
、
沿
線
上
の
２
か
所
に
信
号

機
を
設
置
す
る
よ
う
、
市
と
伊
万
里
警

察
署
に
対
し
て
立
花
地
区
交
通
対
策
協

議
会
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
信

号
機
設
置
は
、
基
本
的
に
は
県
の
公
安

委
員
会
で
決
定
が
な
さ
れ
る
た
め
、
市

と
し
て
は
さ
っ
そ
く
伊
万
里
警
察
署
に

設
置
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し

か
し
県
公
安
委
員
会
で
は
、
予
算
の
関

係
上
県
内
に
年
間
20
基
し
か
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
県
内
か
ら
も
か

な
り
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、

即
座
に
要
望
に
答
え
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
現
状
で
す
。
市
と
し
て
は
、
伊

万
里
警
察
署
、
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、

早
急
に
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

駅
ビ
ル
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ

る
こ
と
を
意
外
と
知
ら
な
い
人

が
多
い
。「
道
路
横
断
を
止
め
て
エ
レ
ベ

信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

【
市
長
】
①
駅
ビ
ル
間
の
車
道
を

か
な
り
の
人
が
横
断
し
て
い
る

と
い
う
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
す
。
南

北
道
路
は
、
鉄
道
を
分
断
し
て
道
路
を

通
す
全
国
初
の
道
路
で
、
こ
の
道
路
は

計
画
段
階
か
ら
通
行
量
が
多
く
非
常
に

危
険
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
横
断

歩
道
で
は
な
く
デ
ッ
キ
を
つ
く
ろ
う
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。
当
然
、
設
計
段
階

で
は
信
号
機
を
設
置
し
、
横
断
歩
道
を

つ
け
る
提
案
も
あ
り
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
駅
前
交
差
点
か
ら
距
離
が
近

す
ぎ
る
こ
と
や
、
駅
ビ
ル
へ
の
進
入
車

両
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
駅
前
線
の
現
在

の
交
通
量
が
処
理
で
き
な
く
な
る
た
め

難
し
か
っ
た
わ
け
で
す
。
安
全
対
策
と

し
て
は
、
や
は
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利

用
し
デ
ッ
キ
を
通
っ
て
ほ
し
い
。
市
と

し
て
も
そ
の
た
め
の
啓
発
普
及
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ



13 IMARI

インフォメーションインフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里インフォメーション･伊万里

立
花
台
地
の
第
２
期
開
発
事
業

（
立
花
公
民
館
周
辺
）
に
つ
い
て
。

相
当
の
資
金
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
分
譲
を
早
く
し
な
い
と
市
の
財

政
に
し
わ
寄
せ
が
来
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
。

【
市
長
】
立
花
台
地
の
第
２
期
開

発
事
業
は
、
事
業
費
16
億
７
千

万
円
で
平
成
12
年
度
に
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。
総
区
画
数
は
１
４
８
区
画

（
一
般
住
宅
区
画
１
２
２
、
店
鋪
等
区
画

15
、
工
場
等
区
画
５
、
行
政
業
務
用
地

区
画
６
）
で
、
そ
の
目
的
の
一
つ
に
は

公
共
事
業
の
代
替
地
確
保
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。
分
譲
は
平
成
９
年
ご
ろ
か

ら
代
替
地
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
の
分

譲
状
況
は
、
平
成
16
年
度
末
見
込
み
で

計
41
区
画
（
住
宅
区
画
31
、
店
鋪
等
区

画
５
、
工
場
等
区
画
２
、
行
政
業
務
用

地
区
画
３
）
を
分
譲
し
て
い
ま
す
。
市

の
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
で
す
が
、

こ
の
開
発
事
業
は
、
特
別
会
計
と
い
っ

て
一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
た
会
計
処

理
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時
点
で
の
計

画
で
は
、
平
成
40
年
ま
で
の
事
業
期
間

で
、
支
出
21
億
６
千
万
円
、
収
入
25
億

６
千
万
円
と
な
り
、
黒
字
の
精
算
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
公
共

事
業
で
代
替
地
と
し
て
の
需
要
が
ど
れ

だ
け
あ
る
か
を
推
測
し
な
が
ら
、
一
般

分
譲
を
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
い
う

よ
う
な
所
は
、
ど
な
た
に
で
も
分
譲
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
立
花
開
発
は
、

目
的
が
公
共
事
業
の
代
替
地
確
保
で
あ

る
の
で
、
土
地
は
政
策
上
確
保
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
実

情
で
す
。現

在
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道

さ
れ
て
い
る
学
校
の
安
全
に
つ

い
て
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
今
年
度
、
市
内
で
も

「
車
に
乗
ら
ん
ね
」
と
い
っ
た
声

か
け
事
件
が
３
件
ほ
ど
発
生
し
て
い
ま

す
。
幸
い
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

危
険
な
状
態
と
思
っ
て
い
ま
す
。
登
下

校
中
の
犯
罪
対
策
と
し
て
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
自
身
に

意
識
化
を
図
ら
せ
る
た
め
、
先
生
の
指

導
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
に
『
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
通
学
路
で
の
危
険
な
と
こ

ろ
を
地
図
に
し
た
も
の
）』
を
作
ら
せ
て

い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
校

時
に
先
生
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
車

で
巡
回
し
た
り
、
子
ど
も
が
ど
こ
を
通

り
、
ど
こ
で
１
人
に
な
る
の
か
を
調
査

し
て
い
て
、
家
庭
と
の
連
携
を
と
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
は
、
近
所
の
人

や
地
域
団
体
に
道
に
出
て
も
ら
う
と
か
、

声
を
か
け
る
と
か
、
地
域
で
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
校
内
へ

の
不
審
者
侵
入
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

全
学
校
に
防
犯
ベ
ル
を
設
置
し
た
際
に
、

も
し
侵
入
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
侵
入
防
止
に
は
３
つ
の
方

法
（
①
抵
抗
す
る
②
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
③
監
視
性
）
が
あ
り
ま
す
が
、
特

に
、
た
く
さ
ん
の
目
で
見
て
不
審
者
を

見
つ
け
た
ら
す
ば
や
く
連
携
し
て
対
処

す
る
と
い
う
『
監
視
性
』
を
大
事
に
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
人
た
ち

の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

『
住
み
た
い
ま
ち
伊
万
里
・
行
き

た
い
ま
ち
伊
万
里
』、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
観
光
、
福
祉
の
面
か
ら
提
案
す

る
。
車
い
す
で
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
な

ど
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
看
板
や
標

識
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
ぜ
ひ
載
せ
て
ほ

し
い
。
他
市
町
で
は
実
施
し
て
い
て
非

常
に
あ
り
が
た
い
。
実
施
す
れ
ば
、
ま

ち
に
人
を
呼
び
込
む
有
効
な
手
段
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

【
市
長
】
非
常
に
貴
重
な
ご
意
見

で
す
。
ま
さ
に
、
健
常
な
方
も

身
体
の
不
自
由
な
方
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

で
と
も
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
は
、
大

切
な
視
点
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
ガ
イ
ド
の
問
題
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
身
障
者
ト
イ
レ
な
ど
を
記
載
す
る

こ
と
な
ど
は
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
す
ぐ

に
で
き
る
こ
と
な
の
で
、
さ
っ
そ
く
伊

万
里
市
も
実
行
に
移
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
で
き
る
こ
と
は
す
ぐ
や
り
ま
す
の

で
、
今
し
ば
ら
く
待
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

◆立花地区の魅力あるまちづく
りについて

◆伊万里市の将来展望について

テ
ー
マ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
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住みたいまち

行きたいまち

伊万里

伊万里市は、市民にとって
『住みたいまち』、訪れる人に
とって『行きたいまち』とな
る魅力ある伊万里市を市民の
皆さんとともに創りあげたい
と考えています。
このコーナーでは、伊万里

市の魅力や新しい魅力となる
事業などを紹介します。

２
月
18
日
、『
鶏
と
産
直
野
菜
』

を
テ
ー
マ
に
第
11
回
畑
の
中
の
レ

ス
ト
ラ
ン
が
開
催
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
東
山
代
町
の
Ｊ
Ａ
佐

賀
経
済
連
ピ
ラ
フ
工
場
を
見
学
。

『
有
明
鶏
』
の
生
産
か
ら
加
工
、

流
通
の
安
全
・
安
心
を
徹
底
さ
せ

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。昼

食
は
、
波
多
津
町
の
花
苗
ハ

ウ
ス
で
、『
Ｊ
Ａ
伊
万
里
ブ
ロ
イ

ラ
ー
部
会
』
と
『
Ｊ
Ａ
伊
万
里
波

多
津
支
所
産
直
の
会
』
の
農
家
女

性
が
作
っ
た
鶏
飯
や
季
節
野
菜
と

手
羽
先
の
煮
物
、
イ
チ
ゴ
大
福
な

ど
の
『
波
多
津
産
直
料
理
』
を
味

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
食
後
は
、
ハ

ウ
ス
の
花
苗
を
選
ん
で
、
ミ
ニ
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

波
多
津
で
の
畑
の
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
開
催
は
、
漁
港
に
続
き
今

回
が
２
回
目
。
波
多
津
は
、
牛
や

豚
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な
ど
の
畜
産
、

キ
ュ
ウ
リ
や
イ
チ
ゴ
、
シ
イ
タ
ケ

な
ど
の
野
菜
、
梨
や
ミ
カ
ン
な
ど

の
果
樹
、
茶
な
ど
、
市
内
で
も
多

品
目
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
参
加
者
は
「
波
多
津
は
水

産
業
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
に
い

ろ
ん
な
農
産
物
が
あ
っ
て
す
ば
ら

し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
は
じ
め
て

知
り
ま
し
た
」「
波
多
津
は
、
海

の
も
の
も
山
の
も
の
も
す
べ
て
が

そ
ろ
う
と
っ
て
も
お
い
し
い
と
こ

ろ
な
ん
で
す
ね
」
と
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
第
12
回
畑
の
中

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
催
さ

れ
、
市
内
外
か
ら
25
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
川
内
地

区
を
中
心
に
、
農
産
物

直
売
所
や
シ
イ
タ
ケ
な

ど
の
畑
、
酪
農
の
牛
舎

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
一
行
は
大

川
内
町
平
尾
の
野
菜
畑
を

見
学
。
生
産
者
が
「
一
年
中

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
畑
に
来
な
い
日
は
な
い
で

す
ョ
！
」
と
き
れ
い
に
耕
さ
れ
た

畑
を
紹
介
し
、
野
菜
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
や
、
せ
っ
か
く
育
て
た
野
菜

を
小
鳥
に
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
苦

労
話
な
ど
を
披
露
し
、
消
費
者
と

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

昼
食
は
、
青
螺
丘
梅
園
に
移
動

し
、
大
川
内
ふ
れ
あ
い
直
売
所

『
青
螺
の
里
』
会
員
の
手
作
り
料

理
を
味
わ
い
ま
し
た
。『
青
螺
の

里
』
は
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里
大
川
内
支

所
の
女
性
部
員
の
有
志
が
集
ま
っ

て
平
成
12
年
に
オ
ー
プ
ン
。
露
地

栽
培
が
中
心
で
、
55
名
の
会
員
が

丹
精
こ
め
て
育
て
た
旬
の
野
菜
と

花
が
自
慢
の
農
産
物
直
売
所
で

す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
昔
か
ら
大
川

内
で
『
ひ
な
ま
つ
り
』
の
日
に
食

べ
ら
れ
て
い
る
焼
き
サ
バ
入
り

の
混
ぜ
ご
飯
、
大
豆
の
お
よ

ご
し
、
か
き
あ
え
、
菜
の
花

の
吸
い
物
、
よ
も
ぎ
だ
ご

な
ど
。
伊
万
里
焼
の
器
に

盛
り
つ
け
ら
れ
、
焼
物
の

雛
人
形
な
ど
の
か
わ
い
い

演
出
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
懐
か
し
い
味

が
し
た
。
幼
い
こ
ろ
の
ひ
な
ま

つ
り
を
思
い
出
し
た
」「
や
っ
ぱ

り
伊
万
里
は
食
と
器
の
ま
ち
で
す

ね
。
お
い
し
い
料
理
も
器
が
い
い

と
よ
り
一
層
う
ま
さ
が
ひ
き
た
ち

ま
す
ね
」
と
感
動
し
き
り
で
し
た
。

春
の
花
が
咲
く
花
苗
ハ
ウ
ス
で

鶏
料
理
を
楽
し
も
う

第12回

第11回

青
螺
丘
梅
園
で
ひ
な
ま
つ
り
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明
星
桜
は
東
山
代
町
浦
川
内

地
区
の
観
音
堂
境
内
に
あ
り
ま

す
。
根
回
り
約
５
ｍ
、
樹
高
約

13
ｍ
、
枝
張
り
東
西
21
ｍ
の
巨

木
で
す
。

地
面
か
ら
す
ぐ
幹
回
り
２
ｍ

の
主
幹

し
ゅ
か
ん

４
本
が
分
か
れ
、
３
月

末
〜
４
月
初
め
に
薄
紅
色
の
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
サ
ク
ラ
は
バ

ラ
科
で
、
暖
帯
林
、
特
に
照し

ょ
う

葉よ
う

樹じ
ゅ

林り
ん

の
中
で
育
ち
、
寿
命
は
１

０
０
年
前
後
と
い
わ
れ
ま
す
。

明
星
桜
は
、
主
幹
の
状
況
な

ど
か
ら
１
０
０
年
を
か
な
り
上

ま
わ
る
樹
齢
が
推
定
で
き
、
県

内
の
桜
で
も
代
表
的
な
古
木
で

す
。
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

に
佐
賀
県
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

品
種
は
、
一
重

ひ
と
え

サ
ク
ラ
で
す
。

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
系
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に

比
べ
て
開
花
時
期
が
早
く
、
葉

の
形
に
違
い
が
あ
る
の
で
、
エ

ド
ヒ
ガ
ン
系
と
い
う
見
方
が
有

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
８
０
０
年
以
上
前
に

京
都
の
浦
内

う
ら
う
ち

淡あ
わ

路じ
の

守か
み

が
松
浦
党

の
源

み
な
も
と

直
の
な
お
す

の
家
臣
に
な
り
、
浦

川
内
を
開
拓
し
ま
し
た
。
淡
路

守
が
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
て
京

都
の
壬み

生ぶ

寺で
ら

の
桜
を
植
え
た
と

い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

夜
間
、
樹
下
で
火
を
焚
い
て

眺
め
る
と
、
花
び
ら
が
火
に
映

え
て
、
明
星
の
お
も
む
き
が
あ

る
と
い
う
の
が
名
の
由
来
で
す
。

東
山
代
の
明

み
ょ
う

星
じ
ょ
う

桜
ざ
く
ら

〜
夜
空
に
燃
え
映
え
る
花
び
ら
の
宴
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
①

13
年
に
わ
た
り
全
国
の
繁
華
街

の
深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な
が

ら
、
若
者
の
非
行
防
止
や
更
正
に

取
り
組
ん
で
き
た
元
高
校
教
諭
の

水
谷
修
さ
ん
が
、
２
月
27
日
、
伊

万
里
中
学
校
体
育
館
で
『
さ
ら
ば
、

哀
し
み
の
青
春
〜
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
』
と
題
し
た
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
大
坪
地
区
青
少
年
育

成
町
民
会
議
が
諸
団
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
行
っ
た
も
の
で
、
テ
レ

ビ
の
報
道
な
ど
で
『
夜
回
り
先
生
』

と
し
て
知
ら
れ
る
水
谷
さ
ん
に

は
、
平
成
15
年
７
月
に
講
演
を
依

頼
し
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
大
坪
公
民
館
で
予
定

さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
公
聴
希
望

者
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
伊
万
里

図
書
館
め
ば
え
の
日

ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
て

図
書
館
建
設
を
祝
う

２
月
27
日
、
市
民
図
書
館
で

『
図
書
館
め
ば
え
の
日
』
の
催
し

と
し
て
、
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
に
甘
く
て
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
『
図
書
館
め
ば
え
の
日
』

は
、
今
年
で
12
回
目
。
起
工
式
が

行
わ
れ
た
平
成
６
年
２
月
26
日
、

整
地
さ
れ
た
だ
け
の
建
設
用
地
に

『
図
書
館
づ
く
り
を
す
す
め
る
会
』

の
呼
び
か
け
で
市
民
２
０
０
人
が

集
ま
っ
て
、
そ
の
時
に
ぜ
ん
ざ
い

を
食
べ
な
が
ら
「
図
書
館
が
新
し

く
誕
生
し
よ
う
と
す
る
こ
の
日

を
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
お
祝
い
し

て
い
こ
う
」
と
提
案
さ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
も
大
勢
の
人
た
ち
が
集
ま

り
、
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
て
図
書
館

の
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

<青少年健全育成大会>

夜回り先生
水谷修さん講演

中
学
校
体
育
館
に
会
場
を
変
更
し

て
開
催
。
会
場
に
は
父
母
や
中
高

生
、
教
育
関
係
者
な
ど
１
０
０
０

人
を
超
え
る
観
衆
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

水
谷
さ
ん
は
、
シ
ン
ナ
ー
、
麻

薬
、
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用

が
、
子
ど
も
た
ち
の
心
や
体
を
蝕

む
ば
か
り
で
は
な
く
、
凶
悪
な
犯

罪
を
引
き
起
こ
す
な
ど
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
真
正
面
か

ら
ぶ
つ
か
っ
て
来
た
経
験
を
話
し

ま
し
た
。

最
近
の
青
少
年
の
薬
物
使
用
の

実
態
や
薬
物
か
ら
守
る
方
法
を
訴

え
な
が
ら
、
地
域
の
人
た
ち
や
子

ど
も
た
ち
の
両
親
に
「
も
っ
と
子

ど
も
た
ち
の
深
い
哀
し
み
を
知

り
、
愛
と
優
し
さ
を
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。



半年間の研修おつかれさまでした
中国大連市からの農業研修生劉

りゅう

暘
よう

さんが昨年９月
からの研修期間を終え、塚部市長から修了証書を受け
取りました。劉さんは「伊万里の皆さんにはたいへん
お世話になりました。これからも両市の友好交流のた
めにがんばります」と今後の抱負を語りました。

物産展や各種催しを市民グループが中心となって行
う『やよいまつり』が伊万里駅前公園でありました。
当日は農産物屋台村が開かれ、新鮮野菜や果物、農家
手づくりの押し寿司やまんじゅうなどが飛ぶように売
れていました。また、大鍋で作った伊万里牛汁が無料
で振る舞われ、こちらも大盛況。さらに、華麗で勇壮
なヨサコイや沖縄の伝統芸能エイサーも披露され、広
場は一日中にぎわいを見せていました。

黒川小学校の５人が善行表彰を受賞

市民グループのやる気と情熱が集結！

人命救助や障害のある友人の下校を毎日サポートし
たとして、黒川小学校の児童５人が善行児童生徒表彰
（県教育長表彰）を受賞しました。この日５人は受賞報
告に市長を訪問。市長は「皆さんの手本となるようこ
れからもがんばってください」と激励しました。

２.14

３.21

２.21
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みんなの手で塩生植物を守りましょう
山代町塩生植物保存会とやましろ塾の皆さんが、絶滅
が心配されている貴重な塩生植物の保護活動として、生
育地３か所（佐代川、穴岩、小島公園）の清掃と立て看
板設置を行いました。地域の財産として次世代まで残し
ていくために、皆さんも環境保護に努めましょう。

３.15
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とっても楽しかったよ！いまりんバス

こころを耕すというお話を図書館で

立花保育園の年長組25人が、いまりんバスの張り絵
を市に贈りました。この張り絵は、２月22日に行われ
た体験乗車のお礼にと子どもたちが作成したものです。
一人ひとりの顔を自分で書いてバスに張ってある、と
ても楽しい子どもたちの思い出の絵です。

『からゆきさん』などの著書で知られる森崎和江さん
の講演会が市民図書館でありました。森崎さんは、自分
の孫を幼稚園に送っていく時の会話や孫のつぶやきなど
の身近な話から、地球や自然を救う話などいろいろな話
で参加者を楽しませていました。

文化庁の『本物の舞台芸術体験事業』の一環として
東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団が南波多小
学校を訪れ、子どもたちの笛や合唱と共演しました。
当日は、児童のほか南波多中学校の生徒や保護者もつ
めかけ、プロが奏でる迫力の生演奏を堪能しました。

プロの演奏家と子どもたちが夢の共演

３.15

３.６

３.２
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春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
３
月
２

日
、
女
性
一
日
消
防
官
の
任
命
や
防
火
作

文
・
消
防
ス
ケ
ッ
チ
の
表
彰
、
ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
の
贈
呈
が
消
防
本
部
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
へ

の
軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
２
台
の
交
付
式
も
行

わ
れ
、
交
付
後
さ
っ
そ
く
同
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
器
具
の
取
り
扱
い
と
放
水
の
訓
練
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
ポ
ン
プ
は
、
財
団
法
人
日

本
消
防
協
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
今

後
、
地
域
に
お
け
る
初
期
消
火
活
動
の
向
上

と
、
火
災
予
防
の
普
及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
交
付
式

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に

頼
も
し
い
味
方
が
登
場

３.２

子どもが健やかに育つ環境づくりを！
『みんなで 手をつなぎ 育ちあい』をテーマに子育
てフェスタが市民会館でありました。当日は、歌やお
話し会、ミュージカルなど多彩な催しがいっぱい。会
場は、子どもからおじいちゃん、おばあちゃんまで、
多くの家族づれでにぎわいました。

２.27
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前
田
　
智
子

ひ
む
が
し
の
空
狭
め
た
る
春
の
月

風
に
揺
れ
舞
ふ
が
如
く
に
し
な
や
か
な
名
古
屋
城

趾
の
し
だ
れ
桜
は

新
天
町

大
久
保
　
純
子

本
町
二
丁
目

高
森
ハ
ル
さ
ん
（
波
多
津
町
辻
）

と
牟
田
ル
ン
さ
ん
（
東
山
代
町
滝

川
内
）
の
お
二
人
が
、
２
月
18
日

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
塚
部
市
長
か
ら
百
寿
記
念

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

高
森
ハ
ル
さ
ん
は
、
病
気
知
ら

ず
で
と
て
も
お
元
気
。
90
歳
ま
で

畑
仕
事
を
し
て
い
た
と
い
う
か
ら

驚
き
で
す
。
最
近
は
テ
レ
ビ
を
観

る
の
が
日
課
で
、
特
に
時
代
劇
が

大
好
き
。
ナ
マ
コ
と
お
酒
が
好
物

で
、
お
酒
は
今
で
も
盃
一
杯
分
を

毎
日
欠
か
さ
ず
飲
ん
で
い
ま
す
。

市
長
が
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け

る
と
、
ハ
ル
さ
ん
は
「
わ
ざ
わ
ざ

来
て
く
れ
ら
し
た
と
や
ろ
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

答
え
て
い
ま
し
た
。

一
方
の
牟
田
ル
ン
さ
ん
も
、
ハ

ル
さ
ん
同
様
と
て
も
お
元
気
。
95

歳
ご
ろ
ま
で
は
庭
仕
事
も
し
て
い

た
働
き
者
で
す
。
好
き
嫌
い
な
く

春
の
恒
例
行
事
『
ス
タ
ミ
ナ
焼

肉
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
』
が
、

３
月
20
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
親
子
連
れ
な
ど
62
組
２

３
６
人
が
参
加
。
国
見
台
運
動
公
園

を
出
発
し
、
７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の

食
べ
て
遊
ん
で
春
を
満
喫

腰
岳
千
畳
敷
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
肉

や
野
菜
な
ど
焼
肉
の
材
料
を
獲
得

す
る
た
め
に
参
加
者
が
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
に
挑
戦
。
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
す
べ
て
の
材
料
を
手
に
入

れ
、
ゴ
ー
ル
の
千
畳
敷
に
到
着
す

る
と
、
用
意
さ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
セ
ッ
ト
で
お
い
し
い
焼
肉
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ス
タ
ミ
ナ
焼
肉
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

何
で
も
よ
く
食
べ
、
日
課
は
新
聞

を
読
む
こ
と
。
ま
た
、
佐
世
保
市

に
住
む
同
級
生
と
手
紙
の
や
り
と

り
を
ず
っ
と
続
け
て
い
て
、
今
で

も
し
っ
か
り
と
し
た
字
で
手
紙
を

書
い
て
い
ま
す
。

市
長
か
ら
百
寿
記
念
プ
レ
ー
ト

と
メ
ダ
ル
を
受
け
取
っ
た
ル
ン
さ

ん
は
「
お
酒
は
な
か
ば
っ
て
ん
、

お
茶
を
ど
う
ぞ
」
と
に
っ
こ
り
。

市
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
も
終
始

笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）高森ハルさん（波多津町辻）

牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）牟田ルンさん（東山代町滝川内）

丸太切り（第３チェックポイント）
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ぼ
く
は
お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
。
だ
か
ら
冬
の
寒
い
日
だ
っ
て

元
気
に
外
に
遊
ん
で
た
ん
だ
。
春

に
な
っ
て
だ
い
ぶ
あ
っ
た
か
く
な

っ
て
き
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
も

っ
と
お
外
に
出
て
い
く
ゾ
。
今
度

は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
い
っ
し

ょ
に
、
ち
ょ
っ
と
遠
く
ま
で
お
弁

当
を
持
っ
て
遊
び
に
行
き
た
い
な
。

金
かね

子
こ

絢
あや

さん(19歳) 坂
さか

本
もと

翔
かけ

琉
る

くん

笑
顔
が
一
番
の
翔
琉
！
い
つ
ま
で

も
そ
の
笑
顔
で
周
り
を
幸
せ
に
し
て

あ
げ
て
ね
。
た
く
ま
し
く
、
や
さ
し

い
男
の
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
将
来
の
夢
は

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
憧
れ
だ
っ

た
看
護
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

今
は
伊
万
里
看
護
学
校
に
通
っ

て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

★
休
日
の
楽
し
み
は

友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に

行
く
こ
と
か
な
。
今
ま
で
の
最

長
記
録
は
、
２
人
で
12
時
間
歌

い
続
け
た
こ
と
で
す
ね
。

★
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は

伊
万
里
エ
イ
サ
ー
隊
に
入
っ

て
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能
『
エ
イ

サ
ー
』
踊
り
を
練
習
し
て
い
ま

す
。
沖
縄
で
毎
年
８
月
に
開
催

さ
れ
る
『
１
万
人
エ
イ
サ
ー
』

に
、
い
つ
か
仲
間
と
い
っ
し
ょ

に
出
場
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

★祐介・葉子さんの長男

★大川内町市村

★富士町

★ふたご座・ＡＢ型

( )１歳
２か月

▼
症

状

①
鼻
…
発
作
的
な
く
し
ゃ
み
を
何

回
も
繰
り
返
す
、
水
っ
ぽ
い
鼻

汁
や
鼻
づ
ま
り
、
鼻
の
か
ゆ
み

②
目
…
か
ゆ
く
な
り
涙
が
で
る
、

ま
ぶ
た
が
腫
れ
、
結
膜
も
腫
れ

て
赤
く
充
血
す
る

③
そ
の
他
…
だ
る
さ
、
咽
頭
掻
痒

（
の
ど
が
む
ず
む
ず
刺
激
さ
れ

て
か
ゆ
い
感
じ
）
、
咳
発
作
、

皮
膚
の
か
ゆ
さ
、
頭
重
、
集
中

力
の
低
下
、
不
眠
な
ど

▼
花
粉
の
飛
散
時
期

ス
ギ
花
粉
は
２
月
〜
３
月
、
引

き
続
き
ヒ
ノ
キ
、
４
月
か
ら
マ

ツ
や
イ
チ
ョ
ウ
、
６
月
か
ら
は

イ
ネ
科
の
植
物
、
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
は
ブ
タ
草
、
ヨ
モ
ギ

▼
治

療

①
花
粉
の
回
避
…
花
粉
の
飛
散
が

多
い
と
予
想
さ
れ
る
日
は
外
出

を
控
え
、
風
が
な
け
れ
ば
雨
の

日
以
外
は
家
の
窓
や
戸
も
閉
め

ま
す
。
夕
方
に
な
っ
て
か
ら
窓

や
戸
を
開
け
、
換
気
、
掃
除
を

し
ま
す
。
水
道
水
で
洗
顔
、
う

が
い
を
し
、
鼻
を
よ
く
か
み
ま

す
。
メ
ガ
ネ
を
着
用
し
た
り
、

花
粉
が
衣
服
に
付
き
に
く
い
よ

う
に
す
べ
す
べ
の
生
地
に
す
る

こ
と
も
有
効
で
す
。
甜
茶
（
て

ん
ち
ゃ
）
と
い
う
中
国
茶
は
予

防
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

②
薬
物
療
法
…
『
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

剤
』
、
『
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
剤
』
、

『
局
所
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
』
が
主

に
用
い
ら
れ
ま
す
。
最
近
非
常

に
有
効
な
の
が
、
花
粉
飛
散
時

期
に
入
る
２
週
間
位
前
か
ら
予

防
的
に
『
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
』

を
内
服
し
て
症
状
を
軽
減
さ
せ

る
と
い
う
方
法
で
す
。
ス
ギ
花

粉
の
飛
散
時
期
で
は
１
月
下
旬

か
ら
２
月
初
旬
に
開
始
す
れ
ば

間
に
あ
う
よ
う
で
す

▼
治
療
で
気
を
つ
け
る
こ
と
は

①
早
め
の
診
断
を
受
け
る

②
薬
に
よ
る
眠
気
に
注
意
す
る

③
薬
の
併
用
に
注
意
す
る
（
一
部

の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
は
あ
る
種

の
抗
生
剤
で
、
不
整
脈
を
起
こ

し
た
り
、
向
精
神
薬
や
ア
ル
コ

ー
ル
と
の
併
用
に
よ
り
吸
収
が

促
進
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

要
注
意
）

④
標
準
的
な
治
療
法
を
選
ぶ(

花
粉

症
は
他
の
疾
患
と
同
様
、
種
々

な
民
間
療
法
が
氾
濫
し
て
い
ま

す
が
、
た
い
て
い
は
効
果
や
副

作
用
が
定
か
で
な
い
も
の
が
多

い
の
で
す
。
大
量
の
ス
テ
ロ
イ

ド
の
注
射
を
行
っ
て
い
る
医
療

機
関
が
一
部
に
あ
る
よ
う
で
す

が
、
効
果
は
あ
っ
て
も
副
作
用

の
リ
ス
ク
が
高
く
、
花
粉
症
に

対
し
て
は
す
す
め
ら
れ
ま
せ
ん)

今
月
は
、
花
粉
症

（
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
）
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

花
粉
症
は
、
日
常
生

活
で
花
粉
を
回
避
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
、

薬
剤
を
予
防
的
に
使

う
こ
と
で
上
手
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。



16日（土）
●大川内町民

グラウンドゴルフ大会
16時開会 大川内小学校

24日（日）
●西田旗争奪
スローピッチソフトボール大会
８時半開会 東山代運動広場

５月８日（日）
●伊万里町民運動会
８時45分開会 伊万里小学校

●波多津町民体育祭
８時半開会 波多津運動広場

３日（日）
●市内ダブルスバドミントン

選手権大会
９時開会 国見台体育館

17日（日）
●市職域クラブ卓球大会
９時開会 国見台体育館

30日（土）、５月１日（日）
●伊万里地区招待高校野球大会
９時半開会 国見台野球場

５月３日（火）
●国見台陸上競技選手権大会
９時20分開会
国見台陸上競技場

５月３日（火）～
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
９時開会式 国見台野球場

４月の市民スポーツ

４月の町民スポーツ

各
町
対
抗
卓
球
大
会
・
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
大
会

実
力
者
た
ち
が
熱
戦
展
開

平
成
16
年
度
各
町
対

抗
卓
球
大
会
・
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
大
会
が
、
３
月

13
日
、
青
嶺
中
学
校
体

育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
、
市
内

各
町
の
実
力
者
約
60
人

が
出
場
。
外
で
は
小
雪

が
舞
う
厳
し
い
寒
さ
の

な
か
、
各
町
対
抗
の
部

（
団
体
戦
）
と
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
の
部
（
個
人
戦
）

で
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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な
ど
）
の
伊
万
里
市
へ
の
譲
与
が
、

平
成
17
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
完

了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
伊

万
里
市
内
の
里
道
・
水
路
な
ど
の

財
産
管
理
は
伊
万
里
市
が
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

里
道
・
水
路
の
境
界
、
付
け
替

え
、
払
い
下
げ
な
ど
に
関
す
る
こ

と
は
、
建
設
部
土
木
管
理
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

土
木
管
理
課

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
３
５
）

●

対

象

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

と
そ
の
家
族
（
一
般
の
人
も
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
）

●

日

時

４
月
20
日
（
水
）

午
前
11
時
半
〜
午
後
１
時

●

場

所

市
民
病
院
東
病
棟
２
階

●

参
加
費
用

昼
食
代
と
し
て
５
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す

●

申
込
方
法

市
民
病
院
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
ま
た
は
電
話
で

●

申
込
・
問
合
先

市
民
病
院
栄
養
給
食
係

（
1
@3
４
１
２
１
）

励
金
の
交
付
な
ど
の
優
遇
措
置
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
か
ら
、
優
遇
措
置

の
対
象
が
投
下
固
定
資
産
（
工
場

や
設
備
の
合
計
）
が
２
千
万
円
を

超
え
る
場
合
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

▼
新
商
品
や
新
技
術
の
開
発
を
支

援
し
ま
す

新
商
品
・
新
技
術
な
ど
の
開
発

を
す
る
市
内
企
業
に
対
し
、
そ
の

開
発
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
限
度
額
１
０
０
万
円
）
を

補
助
し
ま
す
。

※
各
制
度
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す

●

問
合
先

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
３
５
２
）

国
土
交
通
省
所
管
の
財
産
で
あ

る
法
定
外
公
共
物
（
里
道
・
水
路

▼
工
場
等
設
置
奨
励
金
制
度
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
ま
す

市
内
に
工
場
を
新
設
や
増
設
、

ま
た
は
新
た
な
設
備
を
導
入
す
る

場
合
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
、
奨

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

糖
尿
病
教
室
・
昼
食
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

くらしのお
知
ら
せ

や

る

気

の

あ

る

企
業
等
を
支
援
し
ま
す

国
か
ら
市
へ
の
法
定
外

公
共
物
の
譲
与
に
つ
い
て

ぼ
し
ゅ
う
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●

会

期

▽
前

期
（
絵
画
・
工
芸
等
）

５
月
25
日
（
水
）
〜
29
日
（
日
）

▽
後

期
（
書
・
写
真
）

６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日
（
日
）

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格

高
校
生
以
上
で
市
内
在
住
の
人

（
写
真
部
門
の
み
中
学
生
以
上

可
）
、
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

る
人
。
応
募
作
品
は
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す

●

募
集
部
門

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
塑
、
書
、
写
真
、
工
芸

※
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
生
涯
学

くらしの

習
課
お
よ
び
各
町
公
民
館
に
あ

り
ま
す

●

受

付

▽
前

期

５
月
22
日
（
日
）

▽
後

期

５
月
29
日
（
日
）

午
後
４
時
〜
５
時
半

●

受
付
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

問
合
先

市
美
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
1
@3
２
１
１
１
内
線
４
５
３
）

●

Ⅰ
種
試
験
受
験
資
格

①
昭
和
47
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
18
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
人

▽
防
衛
庁
が
、
前
記
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

●

受
付
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

●

第
１
次
試
験

５
月
８
日
（
日
）

●

Ⅱ
種
試
験
受
験
資
格

①
昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
該
当
す
る
人

▽
大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
大
学
、

短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

▽
防
衛
庁
が
、
前
記
に
掲
げ
る
人
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

●

受
付
期
間

４
月
１
日
（
金
）
〜
15
日
（
金
）

●

第
１
次
試
験

６
月
12
日
（
日
）

●

問
合
先

0
８
１
２
‐
０
０
１

３

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

２
‐
10
‐
７

福
岡
防
衛
施
設

局
総
務
課
（
1
０
９
２
‐
４
８

３
‐
８
８
１
５
）

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

第
26
回
伊
万
里
市

美
術
展
の
作
品
募
集

し
け
ん
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広
報
係
に
珍
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
右
の

写
真
が
届
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
月
22
日
に
行
わ
れ
た
大
坪
町
あ

さ
ひ
が
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
の
出
来

事
で
す
。（
伊
万
里
で
は
初
め
て
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
が
…
）

詳
し
く
言
い
ま
す
と
、
６
番
ホ
ー
ル
距
離
15

メ
ー
ト
ル
、
第
１
打
目
が
ス
モ
ー
ル
ポ
ス
ト
で

写
真
の
通
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
第
２
章
、
ゲ
ー
ム
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
（
12)

に
は
『
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
第

１
打
が
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
っ
た
と
き
』
と
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
判
断
さ
れ

ま
す
か
？
実
は
、
こ
れ
は
『
ト
マ
リ
』
と
判
定

さ
れ
、
こ
の
場
合
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に
な
る
そ

う
で
す
。（
Ｓ
）

人のうごき
平成17年３月１日現在
●人口 59,380人 （＋ 13）

男 28,336人 （＋ 10）
女 31,044人 （＋ 3）

●世帯 20,777世帯（＋ 13）
（ ）は前月比

編

集

室

か

ら

広報 2005-4
■発行日／平成17年４月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-2111
〒848-8501佐賀県伊万里市立花台1-1-1

■伊万里市のホームページ
http://www.city.imari.saga.jp/
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２
０
０
３
年
６
月
、
わ
た
し

は
、
日
本
へ
公
務
研
修
に
行
く

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
た
っ

た
一
年
間
の
日
本
滞
在
で
し
た

が
、
今
で
も
懐
か
し
い
気
持
ち

が
一
杯
で
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。そ

の
時
、
伊
万
里
市
の
土
を

踏
ん
だ
わ
た
し
は
、
日
本
に
対

し
て
何
も
わ
か
ら
な
い
外
国
人

で
し
た
。
そ
れ
が
伊
万
里
市
民

の
皆
様
の
ご
指
導
で
、
な
ん
と

か
一
年
無
事
に
、
そ
し
て
充
実

し
た
研
修
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
市
役
所
の
皆
様

や
市
民
の
皆
様
が
み
ん
な
優
し

く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

な
ど
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
一
年
間
の
滞
在
時

間
を
通
じ
て
、
大
変
多
く
の
も

の
を
学
び
取
り
ま
し
た
。
特
に

日
本
の
進
ん
だ
経
営
理
念
、
発

お便り お便り 

中国・大連市 趙
ちょう

敏
び ん

さん

故郷
ふるさと

・伊万里から遠く離れて仕事などに頑張っている伊万里出身者がいらっしゃいます。
また「伊万里」という語感が好きで、これを店名にされているお店なども数多くあります。
このコーナーでは「伊万里」と縁が深いみなさんのお便りをご紹介します。

『伊万里市民へのメッセージ』

達
し
た
交
通
と
工
業
施
設
、
ま

た
、
日
本
人
の
時
間
観
念
、
仕

事
の
能
率
や
仕
事
に
対
す
る
熱

心
さ
な
ど
、
い
ず
れ
も
み
な
わ

た
し
に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。ま

た
、
伊
万
里
市
民
の
温
か

い
友
情
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
美
し
い
思
い
出
で
し

た
。
帰
国
し
ま
し
て
も
、
皆
様

の
溢
れ
る
友
情
を
我
国
の
多
く

の
人
々
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

わ
た
し
は
、
今
、
中
国
大
連

経
済
技
術
開
発
区
管
理
委
員
会

で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
大
連

経
済
技
術
開
発
区
は
、
中
国
で

も
っ
と
も
早
く
建
設
さ
れ
た
開

発
区
の
一
つ
で
す
。
開
発
面
積

が
広
く
、
総
合
的
な
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
て
、
す
で
に
７
０

０
社
余
り
の
日
系
企
業
が
進
出

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本

の
大
手
企
業
が
ほ
と
ん
ど
大
連

開
発
区
に
進
出
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
、
１
０
０
０
人
余
り

の
日
本
の
方
が
こ
の
天
に
恵
ま

れ
た
土
地
で
駐
在
生
活
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
ま
す
。
目
下
わ

た
し
た
ち
は
、
経
済
の
繁
栄
と

美
し
い
環
境
を
実
現
し
、
文
化

の
香
り
高
い
活
気
溢
れ
る
新
し

い
町
を
造
る
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

わ
が
大
連
市
政
府
お
よ
び
大

連
市
民
は
、
伊
万
里
市
の
皆
様

の
ご
来
訪
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
中
日
両
国
人
民
は

２
０
０
０
年
余
り
の
友
好
往
来

の
歴
史
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ

か
ら
も
両
国
人
民
の
友
情
は
必

ず
や
泰
山
、
富
士
山
の
よ
う
に

い
つ
ま
で
も
存
続
す
る
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
わ
た

し
で
す
が
、
精
一
杯
努
力
し
て
、

大
連
と
伊
万
里
市
の
友
好
の
た

め
に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
す

る
つ
も
り
で
す
。

伊
万
里
市
民
の
皆
様
、
も
う

一
度
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

大連経済技術開発区金馬路


